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The Hashima Island is located in the sea 18km off Nagasaki Harbor having a particular shape of which is named 
Gunkanjima Island. This island had a coal mine under sea bottom and around 5200 peoples at one time. The 
Gunkanjima was proposed for a provisional World Heritage of UNESCO in January 2009 and landing adjustment was 
completed for inspection of this island in March 2009. The Gunkanjima is,however, attacked by typhoon so 
occasionally that should be investigated for its brittleness in typhoon. It follows that the Gunkanjima must be prepared 
for salt-damage of reinforced concrete buildings and wave-pressure damage of shore protection brought by typhoon.
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１． に 
 
 の南西およそ 18km の 上に位置する端

（ 真 参 ）。わずか 0.06km のこの は、日本

初の高 アパートが林立し、一時は 5,200 人もの

人々の らしがある 上都市であった ）。 に か

ぶ、その特異な姿形から「 」とも ばれてき

た（ 真 参 ）。 
いま 人の と化した は、世界的に貴重な

底 遺産として、また日本近 化の象 として、

歴史的、文化的な価値は高い。その がいま注

目されている。2009 年 1 月には「 ・ 口の近

化産 遺産 」の とつとして世界遺産 定リス

トに され、08 年 8 月から めてきた整備事 が

09 年 3 月には完成して、4 月下 から上 見学開

の 定である。 

 
 
 
 
 

半 周辺     最下の 周辺 
真  LANDSAT 画像 

 
 
 
 
 
 

 
真  外観 

 
一方、 の の は、台 による 大な 害を受け けてきた。江 時 末期に が発見され、

大 かりな を試みた人たちは、ほとんど台 で事 を したほどである。三 社が 1890 年（明

23 年）に端 を してからも、 の危機に直面するような台 による 害を受けてきた。この

ように、 の歴史は台 との いの歴史でもあった。 
 本論では、このような について、上 見学のための整備が台 により 害を受ける れのある

ことから、同 の台 時 性を考究するものである。 の歴史、現 など 説することから め、整
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備内 、台 歴について述べたあと、台 時の 性を 5914 台 で調べ、さらに建物・護岸 を中心

として の今後の台 時 性を論じることとする。 
 

の 要 
 
（１） 歴史 
 では、 年（文化 年） ろに

が発見され、 賀 が小 な を行なって

いたが、 年（明 2 年）に三 社が

して経 、本 的な 底 として が開

された。出 の増加とともに人口が増加し、

狭い に多くの人々が生活するため、 立によ

る の拡張と高 アパートの建 が行なわれた。 

立は 年（明 年）から 年（

年）まで計 回実 され、高 アパートの

建 は 年（大正 年）、日本初の コン

クリート造高 住宅となる を とし

て以後、 階 階建ての高 アパートが林立

していった。 

 最 期には 2 人 の人々が住み、当時の東

京都の もの人口密度にまで した。しかし、

ル ー 命により、 ル ーの 要が

から に移ったことで、出 も人口も次

に 少していき、 年（ 年） 月に

が閉 した後は、同年 月に 人の とな

った。表 はこれら の歴史を示す年表で

ある。 

 

 

 

 

 

（２） 建 の  
 図 は 閉 時にお

ける建物の配置図 ）であ

る。建物は 員社宅、

員社宅、 関連 、

その他建物に分かれ、

員社宅は図 の 、 、

の 、 員社宅

は 2 、 、 の

であり、 関連

には事 所、 場、

選 機、変 所など、そ

の他建物には 、小中

学 、 画館、神社、プ

ールなどがあった。 

                        図  閉 時の建物の配置図 

表  の歴史年表（文献 ）に加筆） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――
  西 （年 ）          主 要 事  
――――――――――――――――――――――――――――――――――
 1810（文化 ）年 端 で 出している を発見。当時の端 は 
 草木の い水成 の にす なかった。 
 1870（明  ）年 天草の小  秀が端 を 。その後、 賀 
 主 が経 した。 
 1887（明 20）年 が 一 を開 。（44m まで開 し、1897 
 年 内火災で閉鎖された。） 

1890（明 23）年 三 社が端 の経 にあたる。三 が  
 より 10 円で し、高 の支  
 として 1891 年から を開 した。 
 1895（明 28）年 二 を開 。（168m まで開 し、 616 
 m に及び、閉 まで した。） 
 1896（明 29）年 三 を開 。（161m まで開 し、1935 年ま 
 で した。） 
 1897（明 30）年 1 回 立。（ついで 1899 年 2 回 立、1900 
 年 回 立、1901 年 4 回 立、1907 年 5 
 回 立、1931 年 6 回 立が行なわれた。） 
 1916（大正 5）年 日本最初の RC 造高 アパート（30 、7 階建 
 て）が完成。 
 1922（大正 11）年 上 橋（クレーン ）が完成。 
 1925（大正 14）年 を開 。（353m まで開 し、通 は排 
 気用として 用、 二 に支 がある場合は 
 その 用として 用され、閉 まで した。） 
 1934（  ）年 端 小学 （木造 2 階建て）が完成。 
 1941（ 16）年 年間出 最高記 41 1100 トンを 成。 
 1945（ 20）年 積込み中の が 潜水 の を受け 
 て 没。 
 1954（ 29）年 1 回ドルフ ン 橋が完成。 
 1955（ 30）年 高 村端 と高 が合 し、高 端 となる。

 1957（ 32）年 高 、端 の 底水道が完成。 
 1958（ 33）年 端 小中学 、 2 回ドルフ ン 橋が完成。

 1959（ 34）年 端 人口 5,259 人に す。 
 1965（ 40）年 三 瀬新 が出 開 。（閉 まで した。） 
 1974（ 49）年 1 月 15 日端 が閉 。同年 4 月 20 日に 人  
 となり、現在にいたる。 
――――――――――――――――――――――――――――――――――
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 建物の 半数は現在も っているが、 関連 で っているものは ながら少ない。現存する建物

例として 真 は、 最大の建物でコの 形の （ 員社宅、 年 、 造 階・一部

階）である。また、 真 に示すのは、明 期に造られた護岸の一部で、天川（あまかわ。 土と を

ぜたもの）により自然 を接着、積み上げたものである。 内のいたるところに っており、 の の高

さに かされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          真                     真  自然 の護岸 

 

３． のた の 備 
 
（１） 備  
 市は、 を観光 源として活用するため、上 見学用の として 橋と 内に 230 の見学通

路を整備し ）、見学通路上に 3 所の見学広場を けた（図 1 参 ）。事 は 1 500 円である。

会社が している「 クルージング」の 2007 年度実 は 1 2800 人で、上 見学の開 後は、

市は新たに年 1 人の 客増、経 及効果として 2 2700 円を見込んでいる。 
 真 、 真 に整備事 の一部を示す。 真 5 はドルフ ン 橋（離岸 橋のこと）で、見学者が

から り りするための階段と上 橋が 置されている。 真 6 には、見学通路と立入 用の があり、

真 のほうに日本最古の RC 造高 建物である 30 が見える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  真  ドルフ ン 橋と上 橋（提供 やまさ ）   真  見学広場からの （提供 やまさ ） 

 
（２） ー ーの  
 に上 して整備状 を知り、建物の現状を見学するための ター アーが、2009 年 4 月 14 日

後に実 された。 市と 会社（やまさ （ ））の共 である。参加者は 行会社 109 で、

はいうまでもなく関東、関西から、遠くは北 道 市からも参加があった。（ 者も参加している。） 
 当日は 天であったものの、低気 の通 で 上 が 12m/s を え が かったため、 までは行
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けず 内の見学にとどまった。今回の ター アーは、 の上 見学はできなかったが、 があ

る場合には上 できなかったり に接近さえできないことがあること ）を如実に示し、それなりの成果があ

ったと評価される。 
なお、この日 前 8 時 、 県平 市沖の 上で （135 トン、22 人 み）が 覆、 没した。

12 人が行方不明となり、10 人が 助された。当時は りで、 が 2.5 3m と高く、15 20m/s の が

いていたという ）。 
 
４． 歴 
 

（１） を た と 害の  

 は の であるため、台 に われることが多い。その主な台 と 害の記 を、東京 機大

学 実 調査 集 ）に加筆して示すと ）、表 のとおりである。これらのうち 大な 害を与え

た台 について、以下に 述する。 

・ 年（ 年）、台 （ 月 日）によって南部・西部護岸が延 にわたり 所で 。

回ドルフ ン 橋が流出し、木造 街が全 した。 

・ 年（ 年）、台 （ 月 日） により、前年に完成した 2回目のドルフ ン 橋が破

し 積込み 橋も流出した。ほか南部護岸が数 所で決 した。（この台 については後述する。） 

・ 年（平成 年）、台 （ 月 2 日）は戦後 に上 した台 では最大 で、すでに 人になっ

ていた の護岸 所が決 した。このとき 画館が護岸とともに、建物前面をわずかに して完全に

した。 

 

表  を った台 ・ 害一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） の  

 以上の記 には、 に物理的な 害を与えた台 のみが取り上げられているが、中には物理的な 害

はそうではなかったものの、 民に 神的な を与えた台 も多かったに違いない。このように考えて、

たとえば 前期（ 元年 2 年）の台 目 である 日本台 （建 川局）から、 に

害や を与えたと推 される台 を うと、つ のようである ）。ただし、 接近年月日のみ示し、

内の数値は で観 された最大 （ ）である。 

  2 年 月 日、 年 月 2 日（ ）、 年 月 日（ ）、同 月 2 日（2 ）、 年 月

日、同 月 2 日、 年 月 22 日（2 ）、 2年 月 2 日、 年 月 日（ ）、同 月 日、

年 月 2 日、 年 月 2 日、2 年 月 2 日、2 年 月 2 日、2 年 月 日、同 月 日 

このように記 していくと、2 年間で 個の台 であることから、 は平均 年に 2 回は台 に

われていたことになる。今後、地 化の 行とともに、台 はどう変化するか知れないが、

には少なくとも 年に 回程度は台 がくるものと思わなければならない。 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

年 月 日      台            害  要 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 （明 ）   西部・南部破 、木造住宅 ・流  

 2 （大正 ）   西部（日 社宅前） 害 

 （ ）   南部・西部護岸 、 回ドルフ ン 橋流  

          2  害の護岸完全 、事 所・ 気 場  

 （ 2）   護岸 復 事中 流 、 通信不通 

 （ ）   2 回ドルフ ン 橋破 、南部護岸決  

 （ ）   護岸に 2 の  

 （平成 ） 2   護岸 所決 、 画館  

 2 （平成 ）   端 小中学 護岸の 中 ロック動く 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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． の 性 
 

 本章では、 年に を った台 による 害について調べ、 の台 時 性を見てみ

ることとする。 

 

（１） 5914 の 要 
 年（ 年） 月 2日 時、グア 近で発生した台 は、 県では同月 日 時か

ら 時の間にもっとも接近し、 害はほとんどこの間で起こった。しかも大 で満 時に当たり、 岸の

害 大であった。図 は本台 の経路図 ）、表 は人的・物的 害の一 である。 

 
 ３ 台 5914 による 県下の 害一 2 現在  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  台 の経路図 

 
（２） の 高  
 が の護岸から の 上に 置し

ていた 高計では、当時の 高が記 されている。

図 は台 が に接近する 月 日 時から、台

により 高計、ケー ルが 災して観 する

日 2 時までの最大 高である。図には で観 され

た も 記しているが、観 する の最大

高が 前後、 が と、 高、 ともに

きわめて大きく、 に 害が出るのも 理ないこと

と される。 

 

 

図  の 高と  

（３） の 害 
 高 所の 台 災害復旧 明 書 ）によると、 害全 は表 のとおりである。これらのう 

ち大きなものとして、つ のものが げられる。 

 ドルフ ン 橋 一部破 （ 仕 ： ・ ・ 張・レール取 ） 

 積込み 橋 流出（ 仕 ： 造 ） 

 員社宅（ ） 全  

民が生活・通学 に利用するドルフ ン 橋の 災は である。 月 日 日新 では「 で

――――――――――――――――――――――

 人的 害（人）      者     

            負 者      

            行方不明    2  

―――――――――――――――――――――― 

 建物 害（ ）    全       

            半      

            一部破    2  

            流       

            上浸水   2  

            下浸水    

            住 害   

―――――――――――――――――――――― 

 害（ ）      没     

            流  水    22 

            破       

―――――――――――――――――――――― 
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橋こわれる」の見出しのもと、 日 半 ろ 外の 端 のドルフ ン 橋の取 け

部のコンクリートが のため破 、橋の 方が 没して 用不能となった。 と特記されている。 

 県高 端 （ ） 真集 ）には、この台 によって、 一の屋内 動 であった

所武道館 体育館が大 の直 で しつぶされた 真も、半 した遊園地のすべり台とともに され

ている（武道館 体育館の 地には後に、 社宅が建 された）。 

 

表  台 5914 による での 害全  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

． の今後の 性 
 
 端 は 述のとおり、1974 年（ 49 年）1 月 15 日に閉 した。同年 4 月 20 日以 、 は

人 になったが、閉 後も、そして 人 になっても、以前と同じく台 が してくる。 人 になる前

後で違うのは、台 害の 復の有 である。 
に人が住んでいれば、その人たちの生活を守るため、建物でも護岸でも 害 所は 復された。しかし、

に人がいなくなってからは、よほどのことが い限り、 復はされなくなった。その結果、建物は原形を

とどめているものの、 化のためいつ れてもおかしくない状態にあるものもあり、また、護岸には ・

が目立つ。ここでは、建物の 化と護岸の ・ の両面から、 の今後の台 時 性につい

て検討することとする。 
 
（１）建 の  
 市が 2005 年度に けた「 保存活用 委員会」では、建物の 化状態が調べられている。建

物の構造的な 全度を 認するため、 コンクリートの調査及び試験を行ない、 コンクリートの 化

状 を 認するため、 発 度試験、中性化試験、 害調査、 調査 を実 した。 
結果の一部を示すとつ のようである 12）。 
）中性化試験 

 建物 内側の中性化が んでおり、その性状は一般的である。30 （旧 員社宅、1916 年 、

造 階）、16 （ 員社宅、1918 年 、 造 階）の古い建物では、 位置まで中性化が んでい

るが、他の建物はそうではない。 
） 有 分  

 25 （ 員社宅、1931 年 、 造 4 階）と 3 （同、1935 年 、 造 4 階）以外は、すべ

ての調査 所における 有 分 は、コンクリート中の 化物イオン の 制値を え、 発 面積が

な上昇に移る推定限界値の 1.2kg/ 3を大きく えている。69 （端 、1958 年 、 造 階）

は、 に が多数 入しており、表面から 60 の さにおいても 11.5kg/ 3と、高い数値を示してい

る。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 
 事 称          害内         復旧 事  

―――――――――――――――――――――――――――――――― 
 建物関係     流出、倒 、 ・ ・屋根破 他  千円 

 土木関係     、流出、土砂流入破 他      

 機 関係     水没、大破、破 、流出他      

 その他                         

 事前 防対策                      

 応急防護                         

 取                        2  

 防       伝 防のための 布      

                       2  

 事後 理維持                      

  合 計                      千円 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 
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建物の 化状 を示す例として 真 、 真 を げる。 真 7 は、前出の 65 について外 の 化状

態を示すもので、 害により かぶりのコンクリートがはく落して が き出しになっている。 真 で

は、端 小中学 （図 右下の 70 ）の下に空 ができ、基 のコンクリート が 中で れたり くな

ったりしていることが明らかである。これは、学 の護岸に開けてある水はけ口から 水がくり し浸入排

出して、学 下の土砂を護岸外へ持ち り、コンクリート が き出しとなって 害 化したことによる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 真  建物 化状 の例              真  建物 化状 の例 2  

 
（２） の  

述のとおり、 年の台 により 南西部を めとして護岸 所が し、2 年の台

による大 で端 小中学 の護岸 中 ロックが動いてしまった。さらに同年の台 によって

も 南東部の護岸が れ、 内のその周囲にそれ以前の原形はなかった。 真 と 真 に、台 で し

た の北端部、南東部の護岸の状態（2 年 月当時）を示す。そのほか の護岸のいたる所で が発

生しており、その一部は 真 に見られるとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真  護岸の 状 （現在 この破 所は 復 み）        真  護岸の 状 2  

 

（３） 性の  
） 建物 化の 行 

 台 による建物 化には 2 通りある。一つは、台 により 水中の 子が して RC 造建物を

化させるもの、他の一つは、台 による高 を RC 造建物が浴びて 水そのものにより 化するものであ

る。このようにして 化が 行し、建物の台 時 性は増大していく。 
） 護岸 ・ の拡大 

 端 が「 」であり けるのは護岸があってこそである。今後も台 は し け、その 力によっ

て、護岸のこれまでの ・ 所を拡大して護岸を破 し、また新たに をつくっていく。このように

して護岸の ・ は 行し、護岸の台 時 性は増大していく。護岸が決 すれば、 内の建物など

も され にさらわれてしまう。やがて は護岸も建物なども 中に没していくことになる。 
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結  
 

 以上、 の今後の台 時 性について検討した。得られた結果をまとめると、つ のとおりである。 

① は の であるため、台 による 大な 害を受け けてきており、今後とも台 に われる

ことは多い。 

② は平均 年に 2回は台 に われていて、少なくとも 年に 回程度は台 がくるものと思わなけ

ればならない。 

は 人 になってからは、よほどのことが い限り 復がされなくなり、その結果、建物は原形を

とどめているものの、 化のためいつ れてもおかしくない状態にあるものもあり、また、護岸には ・

が目立つ。 

台 による建物 化には 2 通りあり、一つは、台 により 水中の 子が して RC 造建物を

化させるもの、他の一つは、台 による高 を RC 造建物が浴びて 水そのものにより 化するもので

ある。 

台 の 力によって、護岸のこれまでの ・ 所を拡大して護岸を破 し、また新たに （ ・

）をつくっていく。 

、 のようにして建物の 化と護岸の ・ が 行し、 の台 時 性はますます増大して

いくことになる。 

 これらの結果に配慮して の整備事 のあり方を考えると、 に、台 害 により建物の 化が

んでいくので、上 見学場所の選定や限定に努めなければならないことである。とくに、 化がかなり

んでいる や端 小中学 の建物（基 の 化）などには、見学者を近づけさせてはならない。 に

は、護岸の ・ が 行するため、整備の一つに護岸の点検や整備を入れることが げられ、少なくと

も台 により破 所が生じた場合には早急の 復が求められることになる。 は、2 年 月に完 し

た現在の整備 所だが、台 が接近・ するたびの点検が とも必要なことである。しかし、これまで

の の台 時 性を考えれば、今回 置されたドルフ ン 橋の階段や上 橋、見学通路、見学広

場が、台 によって 用が困難になったり されるのは避けられないであろう。 
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